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序 ヌ、

近年、地域開発が急ピ ッチで進められていますが、開発区域内に

ある貴重な文化財を保護し、子孫に継承することは私たちの義務と

いえます。

県営畑地帯総合土地改良事業に係る調査で見つかった鬼入塔遺跡

及び長竿遺跡を、園、県補助事業として、天城町教育委員会が主体

とな って発掘調査を実施いたし ました。

この報告書によ って、町民の方々に埋蔵文化財をご理解いただ く

と共に、広く文化財に対して深い関心を寄せられ、文化財保護にご

↑品力をいただくように兵月待するところです。

発刊にあたり、確認調査、発掘調査及び報告書の発刊に至るまで

ご尽力をいただいた、鹿児島県教育庁文化課職員及び作業員、その

他関係の方々に深く感謝申し上げます。

平成元年 3月

天城町教育委員会

教育長盛岡平作



伊IJ C 

1 本報告書は、天城町教育委員会が実施 した県営畑地

総合土地改良事業に伴う鬼入塔遺跡 ・長竿遺跡の発掘

調査報情書である。

2 調査の組織は、調査の経過の中で記した。

3 本害で用いたレベル数値は、すべて海抜高である。

4 遺物番号は、鬼入塔遺跡 ・長竿遺跡で通し番号を付

し、遺物番号と本文中の番号・図版番号は同一である。

5 本書の執筆分担は以下のとおりで、編集は中村 ・牛

ノ演が行った。

第I輩、第H章第 3節、第町章…・……・……・中 村

第H章第 1節 ・第 2節、第皿章、第V章一…・牛ノ j扇
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第 I章調査の経過

第 1節調査に至るまでの経過

鹿児島県教育委員会(以下文化課とする)は、県下の市町村教育委員会と 連携 し、文化財の

保存 ・活用を図るため、開発関係各期間 に対 しては、工事着工前に当該事業区内における文化

財の有無、およびその取 り扱いについて協議し 、諸開発との調整を図っている。

この事前協議制 に基づき 、鹿児島県農政部農地整備諜(徳之島土地改良出張所)は、天城町

内において 「県営畑地総合土地改良事業(第二天城北部地区 ・第二天城南部地区)Jの計画策定

にあ た り、文化財の有無について文化諜に照会した。

文化諜はこれを受けて、昭和62年5月、昭和63年3月に当該地区の文化財分布調査を天城町

教育委員会社会教育課と実施した。

この分布調査の結果、 2地区に土器の散布地が認められた。 このため事業着工前に遺跡の範

囲 ・性格等を把握するための確認調査を実施することとな った。

確認 (発掘)調査は、国及び県の助成 を得て、天城町教育委員会社会教育課が調査主体 とな

り、調査は県文化課に依頼し t::..o

第2節調査の組織

調査主体者 天城町教育委員会

調査責任者 // 教 育長 坂田元一郎

調査事務 // 社会教育課 課長 新車内 哲武

// // 企画係長 蔵国義美

// // 社会教育主事 南 文夫

// // // 吉阿 武一

// // 社会教育指導員 久 善造

調査担当者 鹿児島県教育庁 文 化 諜主査 牛ノ演 修

// // // 中村耕治

調査指導者 鹿児島県文化財保護審議会委員 河 口 貞 徳

なお、天城町平土野郵便局勤務の義憲和氏には地名の考証等について教示を得、熊本大学文

学部考古学研究室の白木原教授 ・甲元助教授には周辺遺跡分布調査の資料転載を快く許可して

いただいた。

また、 調査の企画等において、県教育庁文化課長 ・吉井浩一、同課長補佐 ・奥悶義則、 同七

幹 ・立園多賀生、同文化財研究員兼埋蔵文化財係長 ・吉元正幸、間企画助成係長 ・S;(Il-!秀允 ・

同係の各氏の指導 ・助言を得た。

F
h
d
 



第3節調査の経過

発掘調査は、昭和63年 7月18日から同年 8月12日まで行ったが、経過は日誌抄により以下略

述す る。

7月18日(月) 天城町着。教育委員会にで打合せ。徳之島土地改良出張所及び教育事務所徳

之島出張所にあいさつO 現地にで発掘方法の検討。用具点検。

7月19日伏) 鬼入塔遺跡発掘調査開始。 発掘方法等諸注意及び説明。 1 ~ 3 トレンチ設定

7月20日(別

7月21日(木)

7月22日@

7月23日仕)

7月25日(月)

7月26日伏)

7月27日(水)

7月28日(木)

7月29日幽

8月 1日(月)

8月 2日伏)

8月 3日(榊

8月 4日(木)

8月 5日幽

8月 6日Lり

8月8日(月)

8月 9日伏)

8月10日(水)

後掘下げ、 3トレ ンチより青磁、白磁出土

1 ~ 3トレ ンチ掘下げ。

1 ~ 3トレンチ掘下げ。 4・5トレ ンチ設定後掘下げ。 4トレ ンチにて落ち

込みが確認され拡張する。

4トレ ンチ掘下げ。 1~ 3トレ ンチ断面実測後、埋め戻 し。

4トレ ンチ掘下げ、平板実測。 5トレ ンチ断面実測後埋め戻 し。

6・7トレ ンチ設定後掘下げ。

6 . 7卜レ ンチ掘下げ、断面実測後埋め戻し 。 8トレ ンチ設定後掘下げ。

8卜レ ンチ掘下げ。 9. 10トレ ンチ設定後掘下げ。義憲和氏来跡。

8 ~ 10 卜レ ン チ掘下げ。 4 ・ 8 トレ ン チ断面実測。 大島教育事務所里山雅

指導主事来跡。

9・10卜レ ンチ断面実測。 4. 10トレ ンチ埋め戻 し。

9トレ ンチ埋め戻 し。長竿遺跡に用具運搬。

長竿遺跡発掘調査開始。 1・2トレ ンチ設定後掘下げ。

1 . 2トレ ンチ掘下げ。文化課吉井課長・吉元係長来跡。

1・2トレ ンチ掘下げ。 3トレ ンチ設定後掘下げ。

2 . 3トレ ンチ掘下げ。 1~ 3トレ ンチ断面実測。長竿遺跡発掘調査終了。

雨の為、作業中止。徳之島土地改良出張所にで長竿遺跡、の取り扱いについて、

協議する。

鬼入塔遺跡に用具運搬、調査再開。11・12トレ ンチ設定後掘下げ。

13・14トレ ンチ設定後掘下げ。午後雨の為作業中止。

15・16トレ ンチ設定後掘下げ。11・12トレ ンチ断面実測後、埋め戻し 。13・

14卜レ ンチ断面実測。

8月11日(木) 15・16トレ ンチ断面実測後、埋め戻 し。13・14トレ ンチ埋め戻 し。鬼入塔遺

跡発掘調査終了。

8月12日(到 教育委員会及び徳之島土地改良出張所にて鬼入塔遺跡の取り扱いについて協

議する。徳之島発。遺物を収蔵庫へ。



第 I章 遺跡の位置及び環境

第 1節 遺跡の位置及び自然環境

徳之島は南西諸島の中央やや北よりにある。東側は太平洋に、西側は東シナ海に面 し、東北

に大島本島、南西に沖永良部の島影が望める。鹿児島から 468krnの海上にあり 、周囲84krn、面

積 248km'で南北 に細長い長方形の島であり、 大島郡天城町 ・伊仙町 ・徳之島町からな っている。

地質構造上、南西諸島は外帯、中央帯、内帯の 3グループに大別され る。外帯は種子島、喜

界島、沖縄本島中南部などで、第三紀層や洪積層などの比較的新しい地層からなり、内帯はト

カラ列島、鳥島、久米島等の霧島火山帯に属する火山島である。徳之島は屋久島、大島本島、

沖永良部島、与論島とともに中央帯に属し、古生層や中生層の古い地層からなり、またこれら

を貫いて噴出した花関岩もみられる。同 じ中央帯の島々でも、地形・地質はだいぶ相違があるO

沖永良部島、与論島が隆起珊瑚礁におおわれた低平な島であるのに対し、大島本島は古生層の

陥落島で山が海に迫り 、低地が乏しい。中間 にある徳之島は地形も中間的で、 中央部は大島本

島のように山地であり 、周囲にはそれを取り巻くように広大な隆起珊瑚礁が発達し 、海岸段丘

を形成している。この山地を とりまく隆起珊瑚礁は、海岸地帯に発達 している 隆起珊瑚礁より

生成が古いので、琉球石灰岩とよばれ、厚い ところでは 100mを越えている。琉球石灰岩の表

面は、国頭礁層とよばれるうすい砂磯や粘土が覆っている。天城町の南部から伊仙町にかけて

島の西岸が 100m程の段崖で海に落ち込んでいるのに対 し、島の東岸は、山、花徳のー音15を除

いてほとんど全面に隆起王珊瑚礁が発達している。

天城町は徳之島の西部から北西宮1)に位置し 、東は徳之島町、南は伊仙町に接し 、西 -北は東

シナ海に面している。東西 8krn、南北16kmで南北 に細長く、総面積は 84.80km'である。北東か

ら南東にかけて、一連の山岳によ って固まれ、 北から天城岳、三方通 (さんそんつじ)岳、大

城岳、馬鞍(ま くら) 岳、大和城山、 美名田(みなだ) 山、井之川岳、剥 (はげ) 岳の諸峰が

徳之島町 との境界を 、犬田布岳と その山麓を流れる ウワ ナル川が伊仙町との境界をなし ている。

これらの山地はいわゆる古生層で、粘板岩、砂岩、磯岩、結品片岩、花開岩などからな ってい

る。

町名の由来は郷土誌によると雨気岳(あめきで) [天城岳〕に由来すると記載されている。

鬼入塔遺跡は大字浅間字鬼入塔に所在する遺跡である。遺跡の所在する浅間は町の北部にあ

り、東部は天城連山の品鞍岳山麓で、西海岸は珊瑚礁の浅瀬が発達している。浅間とは海と浅

瀬にちなんだ地名と考えられ、古くから塩炊き浜として有名である。遺跡は天城連山から海へ

向か つ て傾斜している段丘上にあり標高は50~65m である 。

長竿遺跡は大字j頼滝字長竿に所在する遺跡である。遺跡の所在する瀬滝は町の南部に位置し、

南は蛇行して西流する秋利神川 (徳之島最長の13km)の大峡谷を隔てて西阿木名、北は大字大

津川に接し 、西は東 シナ海に面する。西部には広大な台地があり 、サトウキピ畑が海辺の段崖

まで続 く 。 遺跡はこの台地上にあり標高は75~80m である 。

-7-



第2節 遺跡周辺の史的環境

南西諸島の中でもここ徳之島は遺跡の多いところで知られている。また、遺跡の調査も奄美

諸島の中で一番最初に行ったことで有名であり 、1928年(昭和 3)面縄県塚の発見以来、地元

の研究者をはじめ、県内外の研究者や行政関係者によって学術調査や重要遺跡確認調査が実施

され、貴重な資料が報告されている。そこで周辺地域とあわせて主な遺跡を若干紹介したい。

奄美大島で考古学の記録が最初にあらわれるのは、 1982年 (明治25)若林勝邦による「種子島

及大島の石斧」に始まる。その後、昭和 3年面縄尋常小学校の訓導大村行長が面縄第 1貝塚を

発見し，昭和 5年夏広瀬祐員l(同年秋に小原一夫が調歪宮行っている。小原一夫はその時第 2

貝塚を発見している。昭和10年三宅宗悦が第 1・2貝塚jを調査している。その後、河口貞徳、は

昭和28年第 2貝塚を調査し、翌29年には現在第 3員塚と命名されている兼久貝塚を調ぎ1してい

る。同年 8月には三友国五郎 ・国分直ーが第 2貝塚を調ぎし第 4員塚を発見している。昭和

31年には、九学会連合で第 2・4員塚を調査)し、遺物を縄文時代と設定している。昭和57年 ・

59年に伊仙町教育委員会は、これらの成果を考慮して遺跡保護の充実を図る為、国及び県の補

助事業として第 1 ~ 4 貝塚の発掘調査を行っ ♂; 第 1 県塚からは爪形文、市来式、兼久式等と
多くの貝製品が出土し、洞穴内からは弥生時代の箱式石棺墓が検出されている。第 2員塚から

は敷石住居跡が検出さ れ，遺物は嘉徳式土器が多くの貝製品と 出土している。砂丘上に形成さ

れた遺跡である。第 3貝塚は兼久式、面縄前庭式を出土する貝塚であ る。第 4貝塚は面縄前庭

バ、面純東洞式、面純西洞式の標式遺跡である。このように、面縄員塚は南西諸島の考古学史

的にも遺跡 としても重要な貝塚である。

車念員塚も古くより 調査された遺跡として知られている。昭和 8年広瀬祐良が、同10年三宅

京悦が調査し、昭和31年には九学会連合で発掘調査が実施され}てしミる。遺物は宇宿上層式、嘉

徳式、喜念 I式、石斧、磨石、貝製品、人骨、貝札等が出土し、縄文H寺代か ら弥生H寺代の重要

な遺跡であることが確認されている。現在も遺物が採集され、 一部崩壊等をうけている所もあ

り保護対策が必要な遺跡である。

喜念貝塚約 1km北東部には、人骨が出土した喜念原始墓が知られている。昭和 9年県道工事

で発見され、その時、広瀬祐良が貝輪を採集し、 翌10年 1月三宅宗悦の調査で、多 くの只製品

-骨器 ・土器と 10数体の人骨が確認された。昭和62年、県道拡|幅工事により 当地が工事区域に

はいる為、国 ・県の補助事業とし て発掘調査を行った。その結果、 3ケ所の葬所が検出 され骨

製品 ・只製品を共伴する人骨も検出されて喜念クパン シャ岩陰墓と名称、された;

昭和57年の面縄員塚発掘以来、伊仙町では遺跡の確認作業が国 ・県の補助事業と して年次的

に行・われるように なった。

犬回布貝塚もその一つで、昭和47年地元の岩井正ーによ って発見され、地元や島外の人々に

注目される遺跡であ ったO 昭和58年伊仙町教育委員会によって調査)され、縄文H寺代|脆j明から弥

生時代にかけての重要な貝塚であることが判明し、平成元年県指定とな った。面総西j同式 ・犬

田布式 ・喜念 I式 ・宇宿上層式土器や多くの貝製品 ・骨角器が出土し、徳之島では見られない
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鹿の角やシレナ シジミなどがあり 、交易の広さ を考え させてく れた遺跡であった。

また、昭和58年には南西諸島最大の謎の一つであ った類須恵器の窯跡が地元の四本延宏によ

って発見 され芯 ヵムィ ヤキの小字名に着服された結果で、あった。同59年伊仙町教育委員会で

発掘調査した結果、窯跡は二つの群に分かれ、 第 1支群で10ケ所の窯跡 ・灰原、第 2支群で 7

ケ所の窯跡が確認 された。この窯跡で焼かれた種類も饗 ・査 ・鉢 ・埼と多種に渡 り、南西諸島

の一大工房跡 として脚光 をあびた。

翌60年には、カムイヤキ古窯跡より南約 300mにあるヨヲキ洞穴の調正)を行い、縄文時代後

期から弥生時代までの土器と員玉 ・員鍛 ・黒曜石などが出土し たO また、この調査の際、洞穴

の北側で6ケ所の灰原と 1ケ所の焼土が見っかり 、ヤナギダ古窯跡 と名称さ れt::..o

このように、徳之島での考古学 の調査は伊仙町 に集中し た感じであった。 しか し以前よ

り奄美諸島の調査を積極的に手がけ ていた熊本大学考古学研究室は、 昭和60年夏当町の玉城遺

跡を調査 じ1同時に周辺遺跡の分布調査を行い、多大な成果を あげた。

また、徳之島でも大型の開発事業が計画され、県文化課は、昭和63年徳之島全域の分布調査

を行し円 開発と文化財保護の両立を計っているところである。これらの結果、徳之島南部に集

中して いると 考えられていた遺跡が島全体で発見されることとな った。

引用文献

註 l 広瀬祐良 『昭和 8年度調査 郷土史研究 徳ノ島ノ音11.n 1933 

2 小原一夫「奄美大島群島徳之島貝塚に就いて」 史前学雑誌第4巻 3・4号 1932 

3 大山村l・小原一夫「奄美大島群島徳之島貝塚遺物」史前学雑誌第 5巻 5号. 1933 

4 三宅宗m.藤岡謙次郎 「徳之島出土の貝塚土器に就いて」考古学第11巻 5号 1940 

5 河口貞徳 「南島先史時f"tJ南方産業科学研究所報告第 1巻 2号 1956 

6 三友国五郎 ・国分直一 「徳之島面制貝塚調査報告」 古代学第 8巻 2号 1959 

7 九学会連合「奄美大島の先史時代J IF奄美その自然 と文化.n 1959 

8 伊仙町教育委員会 『面倒貝塚群』伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告害 4 1985 

9 三宅宗↑見「大隅国徳之島喜念原始墓出土貝製品及び出土人'j~・ の抜歯 に就い て」

考古学雑誌第33巻10号 1943 

10 伊仙町教育委員会 『喜念原始墓他』伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告書 7 1988 

11 伊仙町教育委員会 r犬田布貝塚』伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告書 2 1984 

12 義憲和 ・四本延宏「亀焼古窯」 鹿児島考古18 1984 

13 伊仙町教育委員会 『カムィヤキ古窯跡群 1. ll.n伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告1;:3・5 1985 

14 伊仙IHT教育委員会 『ヨヲキ洞穴』伊仙町埋蔵文化財発掘調査報告書 6 1986 

15 熊本大学文学部考古学研究室 『玉城遺跡.n 1985 

16 鹿児島県教育委員会『奄美地区埋蔵文化財分布調査報告書I.n鹿児島県埋蔵文化財調査報告書49 1989 
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第3節 天城町管内の遺跡

天城町内における遺跡の分布状況は、1985年発行の鹿児島県市町村別遺跡地名表では大城跡 ・

大和城跡 ・玉城跡の 3箇所が記載されているが、鹿児島大学の上村俊雄氏は同年 3月発行の

「南日本文化第17号J IF徳之島の先史時代』で新たに千間遺跡 ・塔原遺跡等 7遺跡 を紹介され

た。この他、 1985年には熊本大学文学部考古学研究室により玉城遺跡の発掘調査が実施 され、

報告書も刊行されている。また、調査と並行して分布調査 ・聞き取 り調査も行われ数箇所の遺

跡が新たに確認された。その後、鹿児島県教育庁文化課により農地開発に伴う分布調査、奄美

地区埋蔵文化財分布調査が実施 され数箇所の遺跡が確認されている。以上最近の調査を加える

と天城町管内の遺跡は20箇所 を数える。以下、資料化 されているものを中心に概要を述べるが

その多 くは、熊本大学文学部考古学研究報告の「玉城遺跡(付 周辺遺跡分布調査)J によるも

のである。

1 .大城跡 (天城松原字大城山)

徳之島町 との境界をなす大城山の頂上付近にあり、馬蹄形の平坦面と土塁状の施設および平

坦面を取 り囲む石垣状の石積み等がある。

2.大和城跡 (天城字当山)

大和城山の項上付近にあ ったとされているが、T頁上付近は第 2次世界大戦時に高射砲陣地が

構築されたため、地形が変形して、旧地形は残されていない。

3.玉城跡 (天城字真瀬名)

玉城遺跡 については熊本大学考古学研究室の活動報告19i玉城遺跡」において詳し く報告 さ

れているのでここでは略述する。調査では 4組の遺構が確認 され、遺物もカムイヤキ窯系の陶

片を中心に白磁 ・ 青磁 ・ 陶器 ・ 染付 ・ 土器片等が出土し 、 その年代 も 13~ 1 4世紀の可能性が大

きいことが指摘 されている。

5.馬塔遺跡 (岡前馬塔)

中川の北にある標高約 5mの砂丘上に位置する遺跡で、地表下約 2mの赤土層が遺物包含層

と考えられる。土器には底部に木ノ葉の圧痕を有するものが見られるなど兼久式に相当するも

のがふく まれる。

8.戸ノ木遺跡 (岡前戸ノ木)

浅間の西側の海岸近くの標高約 5mの砂丘にある遺跡である。昭和53年発行の天城町誌では

岡前川津部遺跡、として紹介されているものと同一遺跡であると思われる。砂採取や耕地整理 ・

天地返し等により 相当の破壊 を受けている。遺物は兼久式土器を中心に採集されている。

nu
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第3図 馬塔遺跡・戸ノ木遺跡採集遺物 (熊本大学報告より)

10.オガミヤマ遺跡 (岡前オガミ ヤマ)

標高約30mの独立丘陵上に ある遺跡で一部は削り取 られている。その壁断面において遺物包

含層が確認 され、青磁片等が認められる。

13.大久保遺跡 (天城大久保)

平土野港より北へ約1，OOOm、湾屋川の南の標高約10mの台

地上にある遺跡で、 広範囲に及ぶ。採集されている遺物は、押

引文の施さ れた土器片とカムイ ヤキ窯産 と思われる陶器片、

石器(石斧 ・すり石・ 凹石)等がみられる。

14.平土野原遺跡(天城平土野原)

平土野港の東方で天城小学校の西側に位置する標高約30m

の台地上に ある遺跡で、土器の小片が採集 された。25はヘ

ラ描 きの細い沈線文を施すもので縄文時代と考えられる。

作宇."・; f'l 
，1'';: 滋~- {¥ 
晶，~， ¥ 
. ~碍νü:; I ¥ 

4診さ.e; ¥ I 
‘屯叫Uみ・ ¥ I 

23 ~ 

〈話予
24 

o 10crn 

第 4図 大久保遺跡採集遺物

(熊本大学報告より)

2 

15.塔原遺跡 (兼久塔原)

千間遺跡より約 500m南の西海岸に面した標高約80mの台地上に位置する遺跡である。以前

から知 られていた遺跡で、広範囲にわた って遺物の散布が認められる。本遺跡 を発見し遺物の

採集を続けている地元の向井一雄氏の採集資料には黒耀石片や ・黒耀石製の石鍬も含まれてい

る。遺物については、熊本大学考古学研究室活動報告 「玉城遺跡」 により紹介 されているので

転載する。当遺跡の土器の大半は沖縄で出土するカ ヤウチパンタ系の土器に類似すると報告さ

れている。また、昭和63年には熊本大学により調査が実施さ れ、住居跡も確認されている。
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第6図 塔原遺跡採集遺物 (熊本大学報告より )

16.鍋窪遺跡 (兼久鍋窪)

塔原遺跡より南へ約 500m

離れた海岸沿いの急峻な崖の

上に位置し、千間遺跡と谷を

挟んで対峠している。遺物は

石器・土器が採集されている。

36は口縁:音1)で、山青妥になるも

のと思われる。外反す る口縁

36 

第7図 鍋窪遺跡採集遺物
音1)でやや肥厚する。37は底部

である。38は石斧、 39は敵石で上下に敵打痕が顕著に認められる。

-r ~?ゴ~ 1-

38 。
第8図 鍋窪遺跡採集遺物 (熊本大学報告より )
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17.干間遺跡 (大津川千間)

徳之島の西海岸に位置する千間海岸を臨む標高約70mの隆起石灰岩の台地上にある遺跡で、

かなり以前から知られていた遺跡 である。遺物は土器片・ 石器が多く採集されており 、上村氏

および熊本大学 により紹介されている。本報告では熊本大学の了解を得て資料を転載する。遺

物に つ いての詳細な説明は報告書にあるので、ここでは簡単に紹介するにとどめるが、 58・

40~44は面縄東洞式に、 45は嘉徳 I 式に、 46は嘉徳 H 式に当たるとされている 。 また、 47は南

九州、!の縄文時代中期末~後期前半の阿高式土器との関連性も考えさせられるものと 言われてい

。
第9図 千間遺跡採集遺物 (熊本大学報告 より )

19.秋利神線刻岩 (瀬滝秋利神)

10cm 

秩利神川の左岸の山中 にあり、 2畳敷位の大岩に船等が線刻されているものである。現在の

ところ 、諸説があ るが決め手 になるものがな く、時期 ・性格等不明で、ある。 このよ うな線刻の

ある岩 ・礁は徳之島の各所に存在するもので、なん らかの係わりがあ るものと思われる 。今後

の研究課題である 。

21.西阿木名遺跡 (西阿木名)

阿木名小学校の北方約 3km付近の川近 くの山中で発見されたもので、その正確な位置は確認

されていない。出土した完形の査は須恵質であるが、カムイヤキ窯産の陶質土器ではないかと

思われ る。 この遺物は、現在、伊仙町犬田布岬岩井博物館に保管 ・展示されてい る。
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第2表天城町遺跡地名表

番号 遺跡名 所在地 地形 時代 遺 物 等 備 考

大 城 E事、 松原大城山 山 項 歴 史

2 大 和城跡 天城上名道 IlJ 項 歴 史

3 玉 械 跡 天 城 真瀬名 丘 陵 歴 史 磁器カムィヤキ産陶片 ・土器 昭和59年熊本大学調査

4 アガリ ン 竿 松原アガリ ン竿 4E3 」、 地 歴 史 岩石製フイゴ羽口 正確な位置については未確定

5 a馬 塔 間前馬塔 砂 丘 縄文・弥生 土器片石器

6 尾志理田 )11 i~震 音15 砂 丘 土器片

7 オカゼー ン 岡 前 砂 丘 土器片

8 戸 ノ 木 間前 戸ノ 木 砂 丘 弥 生 土器片 (兼久式)

9 塩 浜 間前塩浜 が、 丘 土器片

10 オガ ミ ヤ マ 阿部Iオフゲミヤマ 独立丘陵 歴 史 青磁 ・土器片

11 中尾 宮 塔 間前中尾宮塔 4E4 3 地 Ij;!，: 史 磁器・陶器片 昭和63年 文化諜調査

12 鬼 入 塔 浅間鬼 入 塔 Aに:i t出 座高 史 青磁 F白勾磁・染付 ・カムイ
ヤキ主主 質土器

昭和63年 文化課調査

13 大 久 f呆 天 城大 久 保 4lコA I自 縄文・歴史 土器 カムィヤキ産陶質土器

14 平土野原 平土野王子土野原 4E3 d、 地 縄 文 土器片

15 塔 J京 兼 久 塔原 iI三:i t色 縄 文 土器石器 昭和63年 熊本大学調査

16 鍋 窪 兼 久 鍋窟 LEA 1 1色 縄 文 土器 ・石器

17 千 f1fl 大 津 川 千間 4口A I白 縄 文 土器 ・石鍬

18 長 竿 j頼 j竜長竿 4l二J、 I出 事'-"五二i 史 磁器・凹石 昭和63年 文化課調査

19 秋利ネI~ 線刻岩 瀬 ilit秋手1]神 4iコ」、 地

20 西阿木名線刻機 西阿木名 丘 f¥変

21 西阿木名 西阿木名 11実 史 完形査 犬回布岬岩井博物館蔵
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第E章層位

鬼入塔遺跡

遺跡内の地肘は天地返しが行われていて、基本層が削平されていたりした。 その為、場所に

よって層斥や屑序に若干の相違はあるが、基本的には I屑耕作土から W層基盤岩まで第10図の

ように 7層に区分できる。

I 

田a

田b

N 

V 

刊

W 

I 屑 やや灰色を帯びた褐色~茶制色の耕作土で、 20~70cmの州さで堆積

している。下部に地元で「ケーキ」と呼ぶ砂糖きびの絞りカスが堆積

している部分があり、天地返しが行われたことがわかる。

[1 J晋 本遺跡では r~IJ平されていたが、他の地域ではlIì干褐色土で遺物包合層

が市在認、されている。

田 a屑 黄灰色硬質土。乾燥すると縦に強いクラックがはいる概めて粘質の

強い層である 。 20~30cmの厚さで堆積している 。

m b層 階茶褐色料質土。 皿層の黄灰色硬質七に崇粒-fが含まれる隔で、やは

り乾燥すると縦に強いクラックがはいる極めて粘質の強い府である。

4 ・6・9トレンチで石在認、されている。

lV 層 赤鰯色村質土。濃い赤褐色を呈し風化が著しく半Ilj質が強し】。透本性

が極めて低し3。本屑は奄美地方で「マージJと称されている粘質土に

相当する。

V 層 青灰色粘質土。下部の安山岩腐植土が混入したもので、 1トレンチ

のみで確認された。やはり風化が著しく粘質が強い。

W 層 赤褐色磯混じり粘質土。下音11の安山岩腐食土が混入したもので、風

化が著しく半Ilj質が強い。
第10図模式柱状図

V1I 層 基盤岩。風化した安山岩からなる。

長竿遺跡

遺跡内の地層は天地返しが行われていて、旧地形はほとんど削平されていた。天地返いま琉

球石灰岩の直上まで行われており 、石灰岩と石灰岩の聞に旧地形が宥干残っているにすぎなか

った。

I層 耕作土。昨年夏、天地返しを行い撹乱されている o

H層 旧耕作土で、黒褐色有機質土である。

田層 H音褐色粘質土。乾燥すると縦に強いクラックがはいる極めて粘質の強い層である。

N層 基盤岩。琉球石灰岩からなる。

琉球石灰岩の基盤は、北から南へ傾斜していて、その上部に天地返しの盛り土がなされてい

る。本来は、遺物は第 四層に包含されていたものと思われる。

po 



第11図 鬼入塔遺跡周辺地形図及びトレンチ配置図
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第U章鬼入塔遺跡の調査

第 1節調査の概要

鬼入塔遺跡は昭和61年の分布調査でカムィヤキ窯で生産されたと思われる陶質土器(類須恵

器とも呼ばれる)の破片と青磁片等の採集により発見された遺跡である。調査対象面積が約9ha

であるが、大半がさとうきび畑で確認トレンチを思いどおりに設定することができなかった。

それでも作付け以前の畑地 ・芋畑等をさがして卜レンチを設定した。また、長竿遺跡の調査を

はさんで、後半はトレンチの入っていない地域においては、さとうきび畑の中も調査対象とし

た。 トレンチは 2X4mを基本としたが、畑地の状態で 2X2m.1X4m等の トレ ンチも設

定し、全部で16箇所、 132m'の調査を行った。

調査の結果、ほとんどの畑地において天地返し(さとうきびのために数年に 1回パ ックホー

などの重機により畑地を約 1m掘り起こす)を受けているため、遺物包含層である H層は撹乱

されている 。そのため、遺物は表層・撹乱層より若干出土はするもののノーマルな状態での出

土ではなし1。遺物は61年の分布調査の時に採集された遺物と同様の、カムィヤキ窯産の陶質土

器・ 青磁 ・白磁 ・染付等が出土している。

第2節 遺 構 (第12図)

遺構について見ると、ほとんどの畑地で天地返しが行われているため、遺物包含層および遺

構検出面は撹乱されており確認できなかった。ただ、第 4トレンチを設定した畑地は天地返し

がなされていないため皿層上面が残っており、田層上面で落ち込みが 3箇所検出された、その

うち 2碁について調査を行った。

ピット1は径 1mXO.9m、深さO.5mを測る摺鉢状を呈している。検出面は凹層で、埋土は

H層土である。遺物の出土は認められない。

ピ yト2は東壁寄りに検出され全体形状はつかめていなし'0径は南北方向で O.9mで深さ約

O.3mを測る。 ピット1と同様摺鉢状を呈 し、埋土は H層土で、遺物の出土は認められない。

ピット3は東壁 ・南壁よりに約 4分の lが検出されたが、ピ ットの掘下げは行わなかった。

径は約 1m と思われる 。

第 4トレ ンチで

えられるが遺物が伴わずず、¥、性格 .時期等は判明しなし3、O 

口。
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各トレンチの調査第3節

(第14図)第 1トレンチ

番西側にある標高約50~52m の畑地に 2 箇所設定したうちの 1 箇第 1卜レンチは、遺跡の

卜レンチは東西方向に長く 2X4mで設定した。所である。

の下はすぐに 凹層I層 (耕作土)この畑地は、以前に耕作者による地下げが行われており 、

の黄灰色硬質土 ・赤種色粘質土であり 、遺物包含層は認められなかった。

(第14図)第2トレンチ

第1トレンチより東へ約30m第 2卜レンチは、第 1卜レンチと同じ畑地内 に設定したもので、

トレンチは東西方向に長く 2X4mで設定した。の位置である。

で、遺物包合層は認め第 1トレンチと同様で I層の下は黄灰色硬質土 ・赤暗色(磯を含む)

られなか った。

(第14図)第3卜レンチ

第 3卜レンチは、第 2卜レンチの北東約50mの畑地 (標

高約53m)に南北方向に長く 2X3mで設定した。

053 v?' 
| I I 

その下は黄符色I用は耕作土と時黄褐色土に細分され、

及び赤特色土になる。遺物は I屑中より 2片だけ出士.する。

52は白磁で、似の底部と思われる。外面の下位は露)j台で

ある 。 53は青磁で 、 似の底音1)であ る 。 ~rh が内外面にかかる

3トレンチ出土遺物

州峨断l而
〉 ームι-

---ーー一ー一一 l 

I 50∞m 

-一

一一一一 一一一ー一 一ー一一←ー

第13図

1トレンチ l和町宅断1(li

rv-一

が、畳付きは露-月ffである。
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第 1・2・3トレンチ断面図
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第4トレンチ (第12図)

第 4トレンチは、第 3卜レンチより東へ約 170mの位置で、標高約57mの畑地に 2箇所設定し

たうちの 1箇所である 。南北方向に長い、 2X4mのトレンチを設定した。

このトレ ンチを設定した畑地では天地返 しがされていないため、 皿層上面でピ ッ トが検出さ

れた。 また、 一部に溝状の落ち込みと思われるラ インが確認されたため、拡張して調査を行っ

たが、ピ y ト以外には遺構は認められなか ったO ピットについては第 2節(遺構)で詳述しで

あるので、ここでは略する。

遺物は I層中よりわずかに

出土している。54はカムイヤ

キRfと思われる|肉質土器であ

る。内外面共ナデ整形で、色

調は青灰色を呈する。55は向

目並の五宛で、 口ハゲ口縁:である。

56は青磁の例。57は染付の俄

である。外面に 1条の界線、

口縁部内面には 3条の界線と

界線開に袈裟棒文が描かれ、

見込みにも界線等が認められ

る。 58は褐色の柑がかかるも

のである。59はひび焼き染付。

60は小査で、ある。

ヴ~ごぞ宅事情 .~.:": '.:.-:;S}.ーを'~:ï.íI: ..1 . 州

、:r-~.mλ~.\'~ふ れよ否~:"!-<:'~i ¥ ¥ 

どで?ジグ モ全おf.fJ' W 
54 

56 

γ
u
d
u
 

h
)
 

可 日
58 

u、jtf
第15図 第 4トレンチ出土遺物実測図

第5トレンチ (第16図)

第 5トレ ンチは、第 4トレンチと同 じ畑地内で、約40m南側の位置に、南北に長 く2X4mの

トレンチを設定した。 この畑地は天地返しはされていないが、畑地 を作る際に地下げが行われ

たものらし く、 I層の下は 田層(赤樟色 ・磯屑)で遺物包含層は認められず、遺物も出土しな

かった。

第6トレンチ・第7卜レンチ (第16図)

第 6卜レ ンチ ・第 7トレ ンチは、第 5卜レ ンチより東へ約 140mの位置にある畑地 (標高約

60m)に30mの間隔をおいて設定した。いずれも南北に長い 2X4mの卜レ ンチである 。 この

畑地も天地返 し がされて いる ため両卜レ ン チ と も地表下50~ 70cm が撹乱を受け、遺物包含層 は

認めら れなかった。 また、遺物も出土しな かった。
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日'[曹三日ーゴ上三十一;fy?に王立オ己50旦

6卜レ ンチ l判明断1{li I'4明断面

59.50m 

ワトレンチ
1判明断UII

67∞m 67∞m 

lV (1二郎.若I"Ml粒 f合み)

o 1m 

第16図 第5・6・7トレンチ断面図

第8卜レンチ・第9トレンチ (第四図)

第 8トレ ンチ ・第 9卜レンチは、遺跡の東端に位置する標高約67mの畑地に設定した。第 8

トレ ンチは、南北 に長く 2X4m、第 9卜レ ンチは東西に長く 2X4mとした。 この畑地にお

いても天地返しがされているため遺物包含層は認められなか った。遺物は 9トレ ンチ I層より

3点出土し ている。61はl']磁の例で口縁部の端部がわずかに露胎で口ハゲ状を呈する。63は染

付の航。外面 には芭蕉文、内面には花文が描 かれ る。64も染付と思われる。

第10卜レンチ (第18図)

第10トレ ンチは、第 8トレ ンチの西{J!Jj約40mに位置する標高約65mの畑地 に設定した。 この

畑地は J.昔1)の層が削平されているため 、遺物包合層は認められなし」 遺物は I層より 1点だけ

/川!

青;磁の例 と忠われ る。

グ w て7<2 D，，!) 

第17図 第 9・10トレンチ出土遺物実測図
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63.00m 
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第8・9・10・11・12トレンチ断面図第18図

(第18図)第11トレンチ・第12トレンチ

第11卜レンチ ・第12トレ ンチは、第10卜レンチより西へ約80mに位置する標高約63mの畑地

この畑地も、最近天地返 しが行に設定した。いずれも東西に長い 2X4mの 卜レ ンチである。

われたということで、地表下約70cmの深さ まで撹乱 を受けていた。

第13トレンチ・第14トレンチ (第19図)

第13トレ ンチ ・第14卜レンチは、第 1トレ ンチより約 120m東に位置する標高約56mの畑地

さとうきびを刈って調査を行うため、南北に長い 1X4mの狭い トレ ンチとしたに設定した。

この畑地は上部の層が削平 されているため、遺物包含層及び遺物は認められなかった。
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第15卜レンチ (第19図)

第15トレンチは、第 4トレンチより約40m西側 に位置する標高約56mの畑地 に、南北に長く

2X4mで設定した。 この畑地 も天地返しのため撹乱を受け、遺物包含層及び遺物は認められ

なかった。

第16トレンチ (第19図)

第16トレンチは、第 4トレンチより約60m北側に位置する標高約56mの畑地 に 2X2mで設

定した。 この畑地 も天地返しのため撹乱を受け、遺物包含層及び遺物は認められなかった。

3トレンチ 内虫色断l偏

--lL.._ 

I 

W 55.00m 

来日足断I師
北噌断l而

14トレンチ

56.20m 

15トレンチ 東町E附rl{'I

555()m 

四

16トレ ンチ ~t噌断l雨 東堕断liu

56∞m 

o 1m 

第19図 第13・14・15・16卜レンチ断面図

表面採集遺物 (第20図)

65~ 75は遺跡地内で表面採集された遺物である 。 65~69はカムィヤキ窯産と思われ る陶質土

器である。65は饗の胴部で、内外面ともに平行タタキのあとでナデ整形が施されている。66・

68は饗の胴部で、外面はタタキの後ナデ整形。内面は扇状を呈する平行タタキの後ナ デ整形を

施す。67は厚手の饗である。内外面ともにナデ整形が施される。69は内外面ともに丁寧なナデ

整形が施されている警である。70・71は青磁で碗の口縁部である。70は蓬弁が見られる。71は
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端反り気味の口縁である 。72・73は白磁の碗。72は口ハゲ口縁である。73は底部で外面は露胎

である。74・75は染付の碗。74は見込みに花文らし い文様が描かれる。75は見込みに格子状の

文様が描かれ る。
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第20図 表面採集遺物実測図

第4節小結

鬼入塔遺跡は、徳之島空港の東方約 1，200mに位置し、標高 211mの馬鞍岳からのびてくる

標高50~70m のゆるやかな傾斜の台地上 にある 。

昭和61年の分布調査においては中世の遺物 (青磁 ・カムイヤキ序と思われる附質土器)が採

集されている。今向の調査においては、遺跡地内のほとんどの畑地が天地返 し、削平を受けて

いるため遺物包含屑は3忍められなかった。 また 、遺物 もI層中よりわずかに出土しただけであ

った。出土遺物 ・表面採集遺物 ともにカムイヤキ窯産と忠われる陶質土器 ・青磁 ・(1磁 ・染付

で、中世 から近世 にかけての遺跡であ ったものと思われる。

鬼入塔遺跡の地名についてみると 、「オニ」は、強い人 ・武将、「イ リ」 は、男千の兄弟、「卜

ウ」は、所・ 場所という意味を持つということである 。つまり、強い武将の兄却が住んでいる

所ということになる。遺跡の北東約 1，OOOmの大城山 (標高 331m )はア ジ(按司 :村長的存

在)の居城であ ったと言われている。地名によ って考証をすることは早計ではあると 忠われる

が、鬼入塔遺跡の位置づけを大城との関連性で考えることも必要ではないだろうか。

註 1 義憲手口氏の教示に よる。
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第V章長隼遺跡の調査

第 1節調査の概要

長竿遺跡は昭和63年 2月鹿児島県教育庁文化課による奄美地区埋蔵文化財分布調査で発見さ

れた遺跡であり、当初はフネントウー遺跡と呼称したところである。 その時は、カムイヤキ窯

で生産されたと思われる陶質土器の破片と凹石(第21図)が表採されている。

当地区は昭和63年度中に県営畑地帯総合土地改良が計画されていたことから、事業着工前に

遺跡の性格等を把握するため確認調査を実施した。

調査対象面積は約1、000ばである。分布調査で遺物が採集された北向きの傾斜面に 8m X 2 m 

のトレンチを 2箇所と 10mX 2 mのトレ ンチ 1箇所を設定し掘り下げた。調査面積は52ばである。

調査の結果、昨年の夏に天地返し(さとうきびの成育の為に数年に 1回畑地を約 1m掘り起

こし土の入れ村えを行う ) を受け、遺物包含層は削平されている為、遺構 ・遺物とも出土しな

かった。遺物は表層より出土したものや周辺で採集したものを図化した。遺物は、カムイヤキ

窯産の陶質土器 ・染付 ・陶器 ・古銭である。

第2節遺構

天地返しをうけ、遺物包含層及び遺構は検出されなかった。
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円

h
U

つ白



-27-



a』

E』
Ezzs'

E
S
S
 

ホ
ヘ
、4
4

門

~ 

ヨ
室
芸
z-

''''''sz'
 

E
O的

「
国

::f: 

を
K
坦
官

;，r 

~I 

下
ー・c

『
雪
道
会
モ

ホ
ヘ
ム

九
辛
口

i
t
-
-

-5量
子
~ 

国』』
gtFrh4-

長隼遺跡土層断面図

-28-

第23図



各トレンチの調査第3節

民I層全遺物の山土(遺跡の点{]!iJから第22凶の憾なトレンチを設定し i}u1りドげを行った

NJ¥!，:の琉球石J火岩の基盤Jfに直接表Jtfがのり 、千j}氏岩からの出土で'eJ.合j百は削平 されていた

と石J灰岩の間に旧耕作土の県制色有機質土や 凹肘の Ilì~-補色村112上が汗下残存していた 。

物遺第4節

1は花|喝行製のILQ平iである。や1 ・ 2 は n?~fl163年2月の分布調査の際、採集されたよ立物で、

や扇平な長惰川形の II然礁を使月]し、敵き ・押し jRし ・磨るとい った多機能をもつものである。

また、 i]!iJ縁:白1)る潰れ痕があり行下のrqみを形成しているた敵tJに片面のほぼrli央に連続

2はカムイヤキ窯陀と思われる|均質土器で外而にはヘラ記
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第25図 遺物(2)

号状の沈線がみられる。外反する円縁部で、色調は茶褐色を呈 し、胎土には石英 ・長石 -金芸

母を含んでいる 。 内外面ともナデ整形で調整を施し でいる 。 表採資料である 。 4 ~ 7 はカムイ

ヤキ窯産と考えられる陶質土器である。外面は格子日夕タキとナデ整形を施したものがあり 、

内面は平行タタキである。色調は青灰色で胎土に石英 ・石灰粒を含んでいる。 8は染付の例口

縁である。外面 に2条の界線、口縁部内面には 1条の界線が描 かれている。 9~ 1 2は陶器片で

ある。内外面ともハケ目調整を施 している。11・12はややあげ底気味の底部で平底である。13

は古銭であり「元祐通宝」と読める。外待 2.8cm、厚さo.18cmを測り 、無背である。遺跡内の

表面採集でみつか っ たものである 。 14~ 1 6 は J}手石である 。 1 4は珪岩で、 1 5 ・ 1 6は砂岩を使用し

ている。研磨痕と敵打痕がみ られることから多機能の用途が考えられる。

第5節小結

長竿遺跡は、 3筒所のトレンチを設定して確認調査を行った結果、昭和62年夏の天地返しに

より包含層が削平されていで遺跡は壊滅の状態であ ったo もともと 、徳之島は火山灰等の影響

や堆積物が少なく 、基盤岩が琉球石灰岩であることから 、流失が多く 肥沃な土地 が少ない。 そ

こで、天地返しを繰り返し土壌改良を行っている。 その為、多くの遺跡が発見される前に破壊

される恐れが多分にあ る。最近、徳之島では国や県による畑地改良が進み、農業の見直しが成

されているところであるが、遺跡の保護 と開発がうま く絡みあって貰い たいと思う 。

なお長竿遺跡は壊滅 していたので、工事を施工し 、立派 な畑地に生まれかわ っていった。
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図版2

① 第 4卜レンチ近景

② 第 4トレンチ調査風景
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図版5



図版6

第13トレンチ
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図版7
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① 第 2・4トレンチ出土遺物
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② 第9・10トレンチ出土遺物
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図版8

(表)
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(裏)
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鬼入塔遺跡採集遺物
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図版9

①長隼遺跡近景(甫から)

②長隼遺跡近景(東から)
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図版10

① 長隼遺跡第 1トレンチ

② 長隼遺跡第2トレンチ
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① 長隼遺跡第 3トレンチ

② 昭和62年度採集遺物
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図版12

(表)

(裏)

長隼遺跡出土遺物
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あとがき

どこまでも蒼いコバルトブルーの海と紺碧の空、情け容赦なくふりそそ

ぐ灼熱の太陽、夏真っ盛りの 7月から 8月まで発掘調査は行われた。南の

島徳之島の焼けつくような日差しのなかで、真っ黒になりながらトレンチ

を掘り進めていくが天地返しの為、包含層は削平されていた。

滝のように流れる汗を拭きふき、初めて発掘調査を経験された地元の人

たちは、たまに出土した遺物を手にし感激され、 1個の遺物から勉強会が

始まり、皆無であった考古学知識がふくらんでいった。

このような状況のなか、発掘に従事していただいた地元の方々、整理・

報告書作成作業を行ってくださった県文化課収蔵庫の作業員の方々に、心

より感謝申し上げます。

発掘作業員

玉江広延、中水清隆、上岡一基、石原敬二郎、向井武市

北郷キヨ子、上岡みつ子、玉江秀子、宮村京子、山口 文子

福原ミツ子、松永ヨシ子、太 リキ子、島律子

整理作業員

浜田幸江、行船順子

関査メンバー
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